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先月の振り返り: 12月のドル円相場は104円半ば～102円後半で推移。月初のドル円は株高に追随し

た動きをみせていたが、新型コロナ感染拡大に歯止めがかからないことから上値は限定的。新型コ

ロナの影響で各国がマイナス金利政策を継続する中、FOMCにおいて実質ゼロ金利政策を2023年まで

維持する方針を示したことで量的緩和長期化懸念によるドル売りが進行し、ドル円は3月以来の102

円台をつけた。その後はクリスマス休暇や年末年始を控えたドル買戻しの動きから103円台に回復す

る動きもみられたが、月末にかけてリスク選好のユーロ買いドル売りが強まり、ドル円も再び102円

台に突入するなどドル安の流れで2020年を終えた。
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EXTRA VISION

　日銀金融政策決定会合

　欧州中央銀行（ＥＣＢ）政策金利

　米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）

今後の展開: 世界中で新型コロナ感染拡大に歯止めがかからず、各国の量的緩和政策

などで金利差が無くなり、世界的なドル売りの流れに歯止めがかかっていない。ワク

チン開発及び接種というポジティブな面も見受けられるが、日本でも再び緊急事態宣

言が検討されているなど、世界的に経済活動が制限され続けている状況が改善される

までは積極的なポジションが取りづらくなっている。大きな流れが来るまでに対応で

きるポジション構築が必要となってくるのではないだろうか。

　個人消費

　英中銀政策金利
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米ドル円為替レート（終値ベース）(円)
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